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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】基地局から加入者局へ資源割り当てを伝達する
方法を提供する。
【解決手段】フレームに基づく無線通信システムのシグ
ナリング方法であって、余分なシグナリング及びオーバ
ーヘッドの処理を行うことなく、基地局（ＢＳ）が固定
加入者局又は移動加入者局（ＭＳ）に資源割り当てを知
らせることを可能にする。ＤＬ－ＭＡＰ又はＵＬ－ＭＡ
Ｐのような通常の資源割り当て情報に加え、資源割り当
てが変更、取消、又は初期化されたＭＳ又はコネクショ
ンのＩＤが、フレームの始めにリストされ、各ＭＳが当
該リスト内の自身（又は自身のコネクション）を識別す
ることを可能にする。当該リストが関連付けられた移動
局のみが、資源割り当て情報を処理する必要がある。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムであって、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有し、
　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、
　前記基地局は前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て、
資源割り当て情報を各フレームに含め、
　前記基地局は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割り当てが変
更された前記加入者局又は前記コネクションを示すリストを提供する、無線通信システム
。
【請求項２】
　前記リストは、前記基地局から前記加入者局のそれぞれへの下り回線及び前記加入者局
から前記基地局への上り回線の少なくとも一方の資源割り当てに適用される、請求項１記
載の無線通信システム。
【請求項３】
　前記リストは、前記下り回線の下位フレームと前記上り回線の下位フレームの少なくと
も一方で資源割り当てが変更された加入者局を識別する、請求項２記載の無線通信システ
ム。
【請求項４】
　２つの前記リストは前記基地局により前記加入者局へ提供され、一方のリストは前記下
り回線の下位フレームのためであり、もう一方は前記上り回線の下位フレームのためであ
る、請求項２記載の無線通信システム。
【請求項５】
　各コネクション及び／又は各加入者局は関連付けられたＩＤを有し、前記リストは資源
割り当てが変更されたコネクションのＩＤを含む、請求項１記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記リストはビットマップを含み、前記ビットマップ内の各ビットは、個々の加入者局
又は個々のコネクションを表し、前記各ビットの２進値は、対応する加入者局への資源割
り当てが変更されたか否かを示す、請求項１記載の無線通信システム。
【請求項７】
　各加入者局は前記リストを復号し、前記加入者局に関連付けられたＩＤが前記リストに
存在すると決定されると、確認応答を前記基地局へ送信する、請求項１記載の無線通信シ
ステム。
【請求項８】
　前記基地局は、前記加入者局から受信した確認応答を更に処理し、前記関連する資源割
り当て情報を次のフレーで繰り返すか否かを決定する、請求項７記載の無線通信システム
。
【請求項９】
　無線通信システムで複数の固定加入者局又は移動加入者局と共に用いられる基地局であ
って、
　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、
　前記基地局は、前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て
及び資源割り当て情報を各フレームに含める資源割り当て手段、を有し、
　前記資源割り当て手段は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割
り当てが変更された前記加入者局又は前記コネクションを示すリストを提供する、基地局
。
【請求項１０】
　基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有する無線通信システムで用いられ
る加入者局であって、
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　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局のそれぞれにシステム資源を割り当
て、及び各フレームで前記加入者局に資源割り当て情報を知らせ、
　前記加入者局は、前記フレーム内の前記資源割り当て情報に加え、前記基地局により提
供されたリスト内の加入者局を自身と識別する手段を有するフレーム復号器を有する、加
入者局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局（ＢＳ）が複数の固定又は移動加入者局（ＭＳ）と通信する種類の無
線通信システムに関し、特に当該システム内の資源割り当てに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、広帯域無線接続を介したデータ通信のために種々の規格が開発されてきている。
このような規格の１つは、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様書で設計され、ＷｉＭＡＸとして一
般に知られている。当該仕様書は、主として固定加入者局を有するシステムを対象とする
ＩＥＥＥ８０２．１６－２００４、及び特に移動加入者局を規定するＩＥＥＥ８０２．１
６ｅ－２００５を含む。以下の記載では、略語ＭＳは固定局及び移動局の両方の表現に用
いられる。「ユーザー」の語は移動局又は固定局に等しく用いられる。
【０００３】
　ＩＥＥＥ規格８０２．１６－２００４「Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｆｏｒ　Ｆｉｘ
ｅｄ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」及びＩ
ＥＥＥ規格８０２．１６ｅ－２００５「Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ２　ａｎｄ　Ｃｏｒｒｉｇｅ
ｎｄｕｍ１　ｔｏ　ＩＥＥＥ　Ｓｔｄ．８０２．１６－２００４」の全体の内容は、参照
されることにより本願明細書に組み込まれる。ＩＥＥＥ８０２．１６は、移動局が、基地
局が定める少なくとも１つの「セル」の範囲内で基地局と通信する無線通信システムを規
定する。基地局を所与の地理的領域内の適切な位置に展開することにより、及び／又は同
一の基地局にフック数のアンテナを設けることにより、セルの隣接するグループが作成さ
れ、広域ネットワークを形成し得る。当該仕様では、用語「ネットワーク」及び「システ
ム」は、同等に使用される。
【０００４】
　上述の種類のシステムでは、移動局と基地局との間でコネクション（マネジメントコネ
クション又はトランスポートコネクション）が維持される間、データは、加入者局と基地
局との間のパケット交換により通信される。以下で、「チャンネル」の語は、文脈から明
らかなようにしばしばあるＭＳとそのＢＳとの間の接続を表すために用いられる。加入者
局から基地局へのパケットの送信方向は上り回線（ＵＬ）と称される。また基地局から加
入者局への方向は下り回線（ＤＬ）と称される。パケットは、システム及びシステムの構
成要素の無線装置に適用される階層プロトコルに従う定められたフォーマットを有する。
パケットに関するプロトコルの層は、それ自体、所謂、物理層（ＰＨＹ）及びメディアア
クセス層（ＭＡＣ）である。ＩＥＥＥ８０２．１６－２００４仕様では、これらのプロト
コル層は、図１に示されるプロトコル「スタック」を形成する。
【０００５】
　図１に示されるメディアアクセス層は、本願明細書に記載される本発明に最も関連する
プロトコル層である。メディアアクセス層は、ネットワークアクセス、帯域割り当て、及
びコネクション維持を含む種々の機能の処理に関与する。メディアアクセス層は、「フレ
ーム」に基づくＢＳ及びＳＳの無線媒体へのアクセス制御を含む。「フレーム」はシステ
ム内の所定の時間単位であり、時間及び周波数領域で多数のスロットに分割され、複数の
送信アンテナを用いる場合に空間的に多数のストリームに分割されて良い。
【０００６】
　基地局と加入者局との間のコネクション（より詳細には、それら装置、所謂ピアエンテ
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ィティのＭＡＣ層間）は、コネクション識別子（ＣＩＤ）を割り当てられ、及び基地局は
基地局のアクティブなコネクション又はサービス・フローを管理するためＣＩＤを追跡し
続ける。サービス・フローは、例えばＭＳのユーザーにより行われる音声呼を表して良い
。更に、移動局は標準的に移動局自身の識別コードを有する。このような２種類の識別子
（コネクション又はＭＳ）は以下の記載では単に「ＩＤ」として参照される。
【０００７】
　利用可能な周波数範囲及びアプリケーションに依存して、種々の物理層の実装がＩＥＥ
Ｅ８０２．１６ネットワークで可能である。例えば、以下に記載される時分割二重（ＴＤ
Ｄ）方式及び周波数分割二重（ＦＤＤ）方式である。ＰＨＹ層はまた、ＯＦＤＭ（直交周
波数分割多重）又はＯＦＤＭＡ（直交周波数分割多重アクセス）のような伝送技術を定め
る。これらの技術は以下に簡単に説明される。
【０００８】
　ＯＦＤＭでは、単一のデータストリームがＮ個の並列の副搬送波に変調される。各副搬
送波の信号はそれぞれの周波数範囲を有する。これは、全帯域（つまり所与の時間間隔で
送信されるべきデータ量）を複数の副搬送波に渡り分割し、それにより各データ・シンボ
ルの期間を増大する。各副搬送波は低い情報レートを有するので、複数搬送波システムは
単一搬送波システムと比べてチャンネルに導入される歪みが少ないので有利である。これ
は、送信レート、従って各副搬送波の帯域幅がチャンネルのコヒーレンス帯域幅より小さ
いことを保証することにより可能になる。結果として、単一の副搬送波が被るチャンネル
歪みは周波数に依存せず、従って単純な位相及び振幅補正係数により補正できる。従って
、複数搬送波受信機内でチャンネル歪みを補正することにより、システムの帯域幅がチャ
ンネルのコヒーレンス帯域幅を超えている場合に、単一搬送波受信機内の対向部分の複雑
性を有意に低下し得る。
【０００９】
　ＯＦＤＭシステムは複数の副搬送波周波数を用いる。複数の副搬送波周波数は数学的意
味で直交するので、副搬送波のスペクトルが相互に独立であるという事実により、副搬送
波は干渉せずに重なり合う。ＯＦＤＭシステムの直交性は帯域周波数を保護する必要がな
く、それによりシステムのスペクトル効率を向上する。ＯＦＤＭは多くの無線システムに
提案され適用されている。ＯＦＤＭシステムでは、逆離散又は高速フーリエ変換アルゴリ
ズム（ＩＤＦＴ／ＩＦＦＴ）を用いることにより、Ｎ個の変調された並列データ源の信号
ブロックがＮ個の直交する並列副搬送波にマッピングされ、送信機で時間領域の「ＯＦＤ
Ｍシンボル」として知られる信号を形成する。従って、「ＯＦＤＭシンボル」はＮ個の副
搬送波信号全ての複合信号である。受信機で、受信された時間領域信号は、離散フーリエ
変換（ＤＦＴ）又は高速フーリエ変換（ＦＦＴ）アルゴリズムを適用することにより周波
数領域に変換して戻される。
【００１０】
　ＯＦＤＭＡ（直交周波数分割多重アクセス）はＯＦＤＭの多重アクセス版である。ＯＦ
ＤＭＡは副搬送波のサブセットを個々の副搬送波に割り当てることにより動作する。これ
は、複数のユーザーからの同時送信を許容し、一層良好なスペクトル効率をもたらす。し
かしながら、双方向通信の実現、つまり上り及び下り方向に干渉のない通信可能にすると
いう課題が依然として存在する。
【００１１】
　２つのノード間で双方向通信を実現するために、２つの良く知られた異なる手法が存在
する。これらの手法は、２つの（順方向又は下り、及び逆方向又は上り）通信リンクを二
重にして、装置が同一の資源媒体で同時に送信及び受信できないという物理的制約を克服
する。第１の手法である周波数分割二重（ＦＤＤ）は、２つのリンクを同時に動作するが
、送信媒体を２つの別個の帯域、つまり１つはＤＬ通信のため、もう１つはＵＬ通信のた
めに分割することにより異なる周波数帯域で動作する。第２の手法である時分割二重（Ｔ
ＤＤ）は、２つのリンクを同一周波数帯で動作させるが、媒体への同時アクセスを分割し
、如何なる時点においてもＤＬ又はＵＬのみが媒体を使用する。両方の手法とも利点を有
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しＩＥＥＥ８０２．１６規格はＦＤＤとＴＤＤ方式の両方を盛り込んでいるが、本願明細
書では以下にＴＤＤ方式に関して主に記載する。
【００１２】
　図２及び３はＩＥＥＥ８０２．１６規格（ＷｉＭＡＸ）のＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ物理層
で用いられるＴＤＤフレーム構造を示す。
【００１３】
　先ず図２を参照すると、パケットの観点からＯＦＤＭ　ＴＤＤフレーム構造が示される
。図２に示されるＵＬ下位フレームは、先ず初期レンジングのための競合スロットを提供
する。初期レンジングにより、ＭＳがネットワークに入ることを許可される。初期レンジ
ングでは、ＭＳは当該スロットを用い、競争に基づき（つまり他のユーザーからの任意の
同様のレンジング要求と競争して）、ＣＤＭＡに基づくレンジング要求として一般的に参
照されるＩＤコードをＢＳへ送信する。ＢＳは、次のＵＬ下位フレームで資源割り当てを
行うことによりレンジング・コードの受信に応答する。ＢＳはどのＭＳがＣＤＭＡに基づ
くレンジング要求を行ったかを知らないが、所望の受信機は割り当てられた資源を使用で
き、メッセージ（標準的に以下に説明されるＲＮＧ－ＲＥＱ、ＭＡＣ管理メッセージ）で
応答し、自身を識別し、ネットワーク・エントリ手順を開始する。
【００１４】
　ＵＬ下位フレーム内に割り当てられた次の資源は、ＢＷ要求の競合スロットである。Ｂ
Ｗ要求は、如何なる加入者局によっても（再び競争に基づき）使用され、基地局から帯域
を要求する。同様の手順は、初期レンジングのために概略だけ以下に説明される。
【００１５】
　図２は、ＵＬ下位フレーム内の２個の部分、つまりＰＨＹヘッダー及びＭＡＣ　ＰＤＵ
を有するパケットフォーマットを更に示す。ＭＡＣ　ＰＤＵはまた、ＭＡＣヘッダー、任
意のペイロード、及び任意の誤りチェック符号（巡回冗長符号又はＣＲＣ）を有する。Ｐ
ＨＹヘッダーはトレーニング・シーケンスを含む。ＭＡＣ　ＰＤＵ内で、ＭＡＣヘッダー
は通常、ヘッダーの種類、ＣＩＤ、及びＰＤＵのフォーマット（例えば暗号化されている
か否か、長さ）等のような、媒体アクセスのために不可欠なパラメータを与える。ＭＡＣ
　ＰＤＵ内のＣＲＣは任意であり、受信したＭＡＣ　ＰＤＵの完全性を検査するために使
用され得る。ＭＡＣ　ＰＤＵ内のペイロードは、ＭＳがＢＳへ送信したいデータを含める
ために用いられるが、任意である。
【００１６】
　一般に、ＤＬ又はＵＬのＭＡＣ　ＰＤＵのペイロードは、所定のＭＡＣメッセージ（Ｍ
ｍｓｇ）の如何なるセットを有しても良い。これらはチャンネル測定報告要求（ＲＥＰ－
ＲＥＱ）及びチャンネル測定報告応答（ＲＥＰ－ＲＳＰ）を有する。更に、下位ヘッダー
はＭＡＣ　ＰＤＵの一般的なＭＡＣヘッダーの直後に含まれて良い。
【００１７】
　同一の基本構造はＯＦＤＭＡにも利用されるが、ＰＨＹ層のシグナリングにいくつかの
違いがある。ＯＦＤＭＡ物理層は、利用可能なＯＦＤＭシンボル及び構成要素である副搬
送波（図３を参照）を、別個の論理的及び物理的下位チャンネルに分割し、複数のバース
トの各時間間隔で共存を許容する。下り回線では単一のバーストが複数のユーザー（加入
者局）により共有されて良いが、上り回線では各バーストは一般的に単一のユーザーに対
応する。
【００１８】
　図３では、フレームは所与の時間長及び所与の周波数帯、つまり図３に「ＯＦＤＭシン
ボル数」により示される時間領域、及び「下位チャンネル数」（各下位チャンネルは上述
の副搬送波のセットである）により示される周波数領域を占有すると考えられる。各フレ
ームは、それぞれ別個の送信間隔であるＤＬ及びＵＬ下位フレームに分割される。それら
は送信／受信及び受信／送信遷移保護間隔（それぞれＴＴＧ及びＲＴＧ）により分離され
る。各ＤＬ下位フレームはプリアンブルで始まり、次にフレーム制御ヘッダー（ＦＣＨ）
、ＤＬ－ＭＡＰ、そして存在する場合にはＵＬ－ＭＡＰが続く。ＦＣＨはＤＬフレーム・
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プレフィックス（ＤＬＦＰ、図２を参照）を含み、バースト特性及びＤＬ－ＭＡＰの長さ
を指定する。ＤＬＦＰは各フレームの始めに送信されるデータ構造であり、ＦＣＨにマッ
ピングされる現在のフレームに関する情報を含む。ＤＬ割り当ては、ブロードキャスト、
マルチキャスト、及びユニキャストであり、それらはＢＳにサービスを提供するというよ
り、別のＢＳのための割り当てを含む。ＵＬ割り当ては、ユニキャスト・データ・バース
ト割り当て、又はレンジング若しくは帯域幅要求のための競合領域の何れかである。
【００１９】
　ＤＬ下位フレームは、ＤＬ－ＭＡＰとＵＬ－ＭＡＰを備えたブロードキャスト制御フィ
ールドを含む。これらにより、ＢＳは受信装置にフレーム構造を知らせる。ＭＡＰはフレ
ーム内の帯域幅割り当てのマップであり、ＰＨＹシグナリングに関連するメッセージも含
む。ＭＡＰは情報要素（ＩＥ）を有する。データ・バースト割り当てを定めるマップのＩ
Ｅは、通常、移動局に、当該移動局が情報を送受信するよう割り当てられたバーストを知
らせるＩＤを有する。従って、ＴＤＤ及びＦＤＤ方式のネットワークでは、帯域幅割り当
てはフレーム内の資源（スロット）の割り当てを意味する。ＤＬ－ＭＡＰとＵＬ－ＭＡＰ
はＢＳによる管理メッセージのブロードキャスト（つまり全ての加入者へ送信される）の
例である。図３でＵＬバースト＃１乃至＃５と記された領域は、ＵＬ下位フレームの間に
ＢＳへのデータ送信のために個々のユーザーに割り当てられたことを表す。図３の例では
、各バーストは時間領域の全体（ＵＬ下位フレームの期間）に渡り延在するが、利用可能
な周波数領域（副搬送波）の異なる部分を占有する。しかしながら、図３のＤＬ下位フレ
ームに示されたように、バースト構造はこれより複雑であり、複数のバーストが同一の周
波数を共有し時間領域で分離される。
【００２０】
　図４は、（ＴＤＤモード、ＯＦＤＭＡを）例としてフレーム構造を更に詳細に示す。図
４では、各バーストは「２ｘＤ」構造を有し、周波数及び時間領域で定められた範囲を有
する。明らかに、この例では、ＭＡＰ－ＩＥは関連するＭＳに、周波数スペクトラムの部
分だけではなく、バーストが配置される下位フレームの部分も知らせる必要がある。図４
の例では、各ＭＳは、ＢＳへの上り回線にデータを送信するＵＬ下位フレーム内、及び下
り回線でデータを受信するＤＬ下位フレーム内の両方に２ｘＤバーストを割り当てられる
。これは、ＤＬ下位フレームの開始時にＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰの両方を必要とす
る。図中の矢印で示されるように、個々のＭＡＰ－ＩＥはバーストを個々の移動局及び移
動局のコネクションに関連付ける。ビデオ・ストリーミングのようなサービスの場合には
、下り回線に割り当てられた資源の量は、上り回線のそれより何倍も多い必要がある。因
みに、ＯＦＤＭＡでは、ＵＬ下位フレームは実際には「くねくねとした」構成であり、個
々のユーザーの割り当ては左上隅で始まり、下位フレームの全時間期間に渡り増加し、そ
して図３に示されるように周波数領域で増加する。このように、あるユーザーへの割り当
ては、下位フレームの全期間に渡り、及び複数の下位チャンネルに渡り拡張することが可
能である。図４は従って上り回線の下位フレームを説明するための単なる例として考えら
れる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　各ＭＳへ当該ＭＳの資源割り当てを伝達する際に、現行のフレームにかなりのオーバー
ヘッドが含まれる。これは、特定の加入者局への資源割り当てが複数のフレームの間に変
化しない場合には、システム資源の浪費である。
【００２２】
　従って、割り当てが複数のフレームに渡り存続するような状況で、一層効率的な方法で
加入者局へ資源割り当てを伝達する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明の第１の態様によると、基地局と複数の固定若しくは移動加入局とを有する無線
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通信システムが提供される。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより
前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局のそれぞ
れに前記基地局との通信のために資源を割り当て、及び前記フレームに資源割り当て情報
を含め、前記基地局は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割り当
てが変更された前記加入者局又はコネクションを示すリストを提供する。
【００２４】
　本発明の第２の態様によると、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有す
る無線通信システムが提供される。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行すること
により前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局の
それぞれに前記基地局との通信のために資源を割り当て、及び各フレームに資源割り当て
情報を含め、前記基地局は、前記加入者局に、各加入者局のための前記資源割り当て情報
に加え、前記加入者局のための前記資源割り当てが変更されない前記資源割り当て情報の
有効期間を提供する。
【００２５】
　本発明の第３の態様によると、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有す
る無線通信システムが提供される。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行すること
により前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局の
それぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て、及び各フレームに資源割り当て
情報を含め、前記基地局は、前記加入者局に、前記フレーム内の前記資源割り当て情報に
加え、前記資源割り当てが変更された前記加入者局又はコネクションを示すリストを提供
し、各加入者局は前記リストを調べ自身を識別し、前記リスト内で識別された各加入者局
は前記資源割り当て情報を復号し、前記資源割り当て情報に従い前記基地局との自身の通
信設定を変更し、前記リスト内で識別されなかった各加入者局は前と同じ通信設定を用い
続ける。
【００２６】
　本発明の第４の態様によると、基地局と複数の固定若しくは移動加入局とを有するシス
テムの無線通信方法が提供される。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行すること
により前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局の
それぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て、及び前記フレームに資源割り当
て情報を含め、前記基地局は、前記加入者局に、各加入者局のための前記資源割り当て情
報に加え、前記加入者局への前記資源割り当てが変更されない前記資源割り当て情報の有
効期間を提供し、各加入者局は、前記有効期間を有する資源割り当て情報を受信すると、
前記有効期間の間、後続の資源割り当て情報を無視する。
【００２７】
　本発明の更なる態様は、特許請求の範囲で定められる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　例として、添付の図面を参照する。
【００２９】
　上述のように、ＯＦＤＭＡに基づく通信システム（例えば８０２．１６－２００４及び
８０２．１６ｅ－２００５）では、セル内にある各固定加入者局及び移動加入者局（ＭＳ
）に資源を割り当てるため、基地局（ＢＳ）は先ず２次元（２ｘＤ、周波数及び時間領域
）の資源割り当て及び関連する送信パラメータ、例えば各ＭＳとのコネクションのための
送信電力、変調、及び符号化方式を調整する。次に、ＢＳは、ＭＡＰメッセージの（図４
に示される）８０２．１６ｅ－２００５のＭＡＰ－ＩＥ（ＭＡＰ情報要素）のようなブロ
ードキャスト・メッセージを用いることにより、各ＭＳへ割り当て及び関連情報を知らせ
る。
【００３０】
　しかしながら、既存のＯＦＤＭＡに基づく通信システムのシグナリング・オーバーヘッ
ドは、他の通信システム、例えばＣＤＭＡに基づくシステムと比較して大きい。これは主
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に２ｘＤ割り当てをＤＬ及びＵＬで伝達する必要があるためである。知られているＯＦＤ
ＭＡに基づく通信システム、例えば８０２．１６－２００４及び８０２．１６ｅ－２００
５では、現在の割り当て又は関連パラメータが前のフレームと同一であっても、ＢＳは割
り当て及び関連情報を各ＭＳへフレーム毎に知らせる必要がある。しかしながら、いくつ
かのサービス種類、例えば音声、ビデオ・ストリーミング、又はＴ１／Ｅ１のようなチャ
ネル・コネクションでは、割り当ては通信セッションを通して不変であり得る。従って、
複数のフレームに渡り同一の資源割り当て情報をＭＳへ知らせることは、余分なオーバー
ヘッドを伴う。その間に、各ＭＳはＭＡ全体を復号し当該ＭＳの資源割り当てを捜さなけ
ればならない。これはＭＳにおいてオーバーヘッドの余分な処理を生じる。本発明は、代
替技術として２つの実施例を提供し、ＤＬ及びＵＬの両方のシグナリング・オーバーヘッ
ドを節約し、ＭＳのオーバーヘッドの処理を節約する。
【００３１】
　第１の実施例は、以下に詳細に記載され、資源割り当てが変更、取消、又は初期化され
るＭＳ又はコネクションのＩＤ（識別子）をフレームの始めにリストする段階を有する。
これは、リストに如何なる関連情報も含まれていない他の移動局に、現行のフレーム内の
資源割り当て情報の復号を省略させる。この構成では、ＢＳはＭＳへの変化のない資源割
り当て情報を繰り返す必要がない。ＢＳは資源割り当てを取消し、変更、又は初期化する
必要がある場合のみ、ＭＳへ割り当て情報を知らせなければならない。
【００３２】
　第２の実施例では、ＢＳは、特定の時間期間の間、資源を「持続的に」特定のサービス
に割り当てる。以下では当該特定の時間期間を「有効期間」と称する。この場合、ＢＳは
資源割り当て情報の各項目の有効期間を示し、従って当該有効期間内に同一の割り当て情
報を繰り返す必要を回避する。またＭＳは当該有効期間内に当該同一の資源割り当て情報
を用い続ける。この構成の追加の利点として、ＭＳはデータ損失を生じ得る如何なる「変
更」メッセージも失う危険がない。
これらの実施例は、以下に更に詳細に説明される。
【００３３】
　［第１の実施例：ＩＤ（識別子）リストによるシグナリング方法］
　図６は、本実施例のフローチャートを示す。図６では、シグナリング方法はＩＤリスト
を用いる。
【００３４】
　ＢＳは先ず、各ＭＳ又はコネクションの資源割り当てを計算する（図６の段階Ｓ１）。
次に、ＢＳは、現行のフレームで資源割り当てが初期化、変更、又は取り消されたＭＳ　
ＩＤ又はコネクションＩＤのリストを作成する（Ｓ２）。当該リストはＤＬ及びＵＬの両
方のために編集されて良く、又は別個のリストが下位フレーム毎に編集されても良い。Ｂ
Ｓは次に、現行のフレーム内で対応する資源割り当て情報を送信する（Ｓ３）。段階Ｓ４
で、ＭＳは先ず、自身のＩＤ又は自身とＢＳとのコネクションのコネクションＩＤ（以後
、「関連コネクションＩＤ」）がフレーム内にリストされているか否かを一方の又は両方
の下位フレームで調べる。
【００３５】
　当該ＩＤがリストされていた場合（Ｓ５で「Ｙｅｓ」）、次にＭＳは自身の資源割り当
て情報を復号し（Ｓ８）、これらのパラメータを自身の受信及び送信に用いる（Ｓ９）。
ＭＳは、自身のＩＤがリスト内にあったことを通知する場合に、ＢＳへ確認応答を返して
良い。ＭＳ／ＳＳが自身のＩＤ又は関連コネクションＩＤをＩＤリスト内に見付けられな
かった場合（Ｓ５で「Ｎｏ」）、ＭＳは資源割り当て情報を無視し（Ｓ６）、前に得た資
源割り当てパラメータがあればそれを送信及び受信に用い続ける（Ｓ７）。ＭＳがＭＡＰ
情報を正しく復号できない場合（検査はＣＲＣにより実施されて良い）、当該フレーム内
のデータ・バーストは復号されるべきではない（又は復号された場合、割り当ての変更が
失われている可能性があるので、当該データ・バーストの完全性は精査されるべきである
）。
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【００３６】
　例として上述の原理をＩＥＥＥ８０２．１６ｅ－２００５システムに適用すると、ＢＳ
はＤＬ－ＭＡＰ／ＵＬ－ＭＡＰを用い、図３及び４を参照して前述されたようにＭＳに資
源割り当てを指示する。ＤＬ－ＭＡＰ／ＵＬ－ＭＡＰでは、複数のＭＡＰ－ＩＥ（ＭＡＰ
情報要素）が用いられ各バースト割り当てを記述する。
【００３７】
　資源割り当ての変化により影響を受けるＭＳ　ＩＤ／コネクションＩＤのリストは、フ
レーム（より詳細には、ＤＬ下位フレーム）の始め近くに含まれる。この情報をフレーム
の前半（例えば、図３又は４のＦＣＨの直後、且つＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰの前）
に含めることにより、受信する移動局はリストを調べ、当該移動局がＤＬ－ＭＡＰ及びＵ
Ｌ－ＭＡＰを復号する必要があるか否かが分かる。ここで、「前半」及び「前」は基本的
に、受信機でＭＡＰメッセージの前にＩＤリストが復号される配置を示す。スロット・マ
ッピングの順序は、通常、フレーム内の最も小さい番号のシンボルの最も小さい番号の下
位チャンネル、つまり図４の左上隅から始まる。マッピングは、最大番号の下位チャンネ
ルに到達すると、シンボル番号を増大する前に、最初に周波数方向に増加する。従って、
図４を参照すると、ＩＤリストは同一のシンボルのＦＣＨの直下にある。
【００３８】
　第１の実施例の第１の例では、以下の表１に示された情報は、ＤＬ－ＭＡＰ／ＵＬ－Ｍ
ＡＰにＩＥ又は別個のメッセージ本体／エンティティとして、ＭＡＰメッセージの復号よ
り前に復号され得るフレーム内に組み込まれるか、又は独立のエンティティとして望まし
くはＭＡＰ情報より前（つまり図４の上述の位置）にフレーム内に組み込まれる。ＭＳ　
ＩＤ又はコネクションＩＤは、資源割り当てが更新された各ＭＳを識別するために用いら
れる。テーブル内の最初のビットは単に、全てのＭＳが当該ＭＳの資源割り当てを更新す
る必要があるか否かを示す。全てのＭＳ又はコネクションがそれらの資源割り当てを更新
する必要がある場合、ＩＤリストは必要なく、資源割り当ては従来の方法で進められて良
い。
【００３９】
　一方で、資源割り当てに如何なる変化も必要ないフレームが存在し得る。「None　Upda
ted（更新なし）」フラグ（示されない）は、現行のフレームで如何なるＤＬ－ＭＡＰ及
び／又はＵＬ－ＭＡＰも考慮する必要のない全ての加入者局に、このような状況を示すた
めに用いられて良い。
【００４０】
　表１　ＩＤリストにＭＳ又はコネクションＩＤを用いる
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【表１】

【００４１】
　上述のように、表１の情報はＤＬ及びＵＬの両方のための結合されたテーブルとして構
成されて良く、又は別個のテーブルがＤＬとＵＬのそれぞれのために構成されても良い。
【００４２】
　上述のように、表１は単なる例である。表１に示される構成の変形は、種々の大きさの
フィールドのパラメータ「Ｎ」及び「Ｄ」を提供する。フィールドの大きさは「Ｎ」の前
に示されるので、セル内のユーザー数が少ない場合にオーバーヘッドを更に減少させる。
【００４３】
　第１の実施例の第２の例では、ビットマップが用いられ、資源割り当てが更新されたＭ
Ｓ又はコネクションのＩＤを識別する。以下に示す表２の情報は、フレーム内のＩＥ又は
別個のメッセージ本体／エンティティとしてＤＬ－ＭＡＰ／ＵＬ－ＭＡＰに追加されて良
い。「All_Updated」ビット（上述された）の後の、表内の次の項目はビットマップ長で
ある。ビットマップ長はセル内のＭＳ又はコネクションの総数により決定される。望まし
くは、２５５のような「Length　of　bit　map」の特定の値は、全てのＭＳが資源割り当
てを更新する必要があり、従って如何なるビットマップも必要ないことを示すために用い
られる（またAll　Updatedビットを任意にする）。留意すべき点は、このビットマップは
添付の請求項の意味の範囲内で、「リスト」の形式であると考えられるべきであることで
ある。ビットマップは、特に小さい、従って帯域幅効率の良い形式を有するリストの特定
の形式と考えられる。ビットマップは、かなりの割合のユーザーがフレーム毎に資源情報
を調整される場合に特に有用である。例えば、２５６人のユーザーの場合を考えると、２
５６ビットのビットマップ・シグナリングが必要である。ビットマップの手法を用いない
場合、調整されるユーザー毎に８ビットのシグナリングが必要である。３２人より多いユ
ーザーが１フレームで調整される場合、ビットマップ・シグナリングを用いると、シグナ
リング・オーバーヘッドが更に小さくなり一層効率的である。
【００４４】
　次の「Length　of　bit　map」フィールドには、ビットマップ自体がある。ビットマッ
プの構造は図５に示される。ビットマップ内の各ビットは、資源割り当てを更新する必要
があるＭＳ又はコネクションを示すために用いられる。例えば、３番目のビットが「１」
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の場合、ＩＤ＝２を有するＭＳ／コネクションがその資源割り当てを更新する必要がある
ことを意味する。これはまた、望ましくはネットワークへ参加するときにＩＤとビットマ
ップ位置との間の予め割り当てられた特定のマッピングを用い、ユーザーがビットマップ
内の位置を割り当てられることを意味する。
【００４５】
　表２　ＩＤリストにビットマップを用いる
【表２】

【００４６】
　再び、ビットマップは両方の下位フレームに一緒に適用されて良く、又は別個のビット
マップが形成されＤＬ及びＵＬ下位フレームに個々に適用されても良い。
【００４７】
　同様に、ＭＳ内の処理は、ＤＬ及びＵＬ資源割り当ての両方に共に生じて良く、又は別
個のリスト／ビットマップがＢＳにより提供される場合にはＤＬ及びＵＬが別個に考えら
れても良い。換言すると、ＭＳがＤＬ資源割り当て用リスト内で自身を識別し、ＤＬ－Ｍ
ＡＰ／ＵＬ－ＭＡＰを復号し、その間、ＭＳ自身のＩＤがＵＬ資源割り当てに関する別個
のリストにない場合、ＵＬ－ＭＡＰを復号することなく上り回線の資源割り当てを使い続
けることが可能である。
【００４８】
　標準的に、ＢＳは各フレーム内に１又は複数の上述のリストを有する。しかしながら、
いくつかの例、例えば加入者局が固定局である場合、及び／又はネットワークのトラヒッ
クが比較的安定している場合には、少ない頻度で資源を更新することが適切である。この
ような場合には、上述のリストは、ｎを整数とするとｎフレームおきに含まれれば良い。
【００４９】
　第１の実施例の更なる変形として、資源割り当てが変更されたＭＳ／コネクションを示
すリスト又はビットマップの代わりに、資源割り当てが変更されていない移動局／コネク
ションをリストし、リスとされた移動局又はリスとされたコネクションに関連する移動局
に残りの資源割り当て情報を無視させることが可能である。
【００５０】
　［第２の実施例：有効期間を用いたシグナリング］
　ビデオ・ストリーミング、音声サービス、ブロードキャスト・サービスのようないくつ
かのサービス種類では、又はＥ１／Ｔ１等のチャンネル・コネクションに対応する場合に
は、ＢＳは特定のＭＳ又はコネクションに持続的に資源を割り当てる。持続の適切な長さ
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はＢＳにより推定されて良い。或いはＢＳは、資源割り当ての必要な期間の直接的な知識
（例えば、特定のＭＳへ送信されるストリーム・ビデオの時間期間）を有して良い。例え
ば、コネクションを確立する間に基地局により学習されたサービス・フロー・パラメータ
は、サービス・フローが続くと予想される長さを示すために用いられて良い。この場合、
ＢＳは対応するＭＳ／ＳＳ又はコネクションへの資源割り当ての「有効期間」（換言する
と、割り当てが有効である時間長）の値を示して良い。この期間内では、
－資源割り当ては変更されない。
－ＭＳ／ＳＳは当該資源割り当て情報を用い続ける。
－ＭＳ／ＳＳはＢＳにより送信された割り当て情報を無視して良い。
－ＢＳは同一の割り当て情報を繰り返さない。
【００５１】
　資源割り当てはフレーム毎であって良く、又はｎが１より大きい整数のときｎフレーム
毎であって良い。つまり、持続的資源割り当ては、１フレームおきに、又は４フレームお
きに１回のような周期性を有して良い。加入者局のグループに同時にサービスを提供する
ブロードキャスト又はマルチキャスト・コネクションの場合には、「有効期間」は、勿論
、当該グループ内の全ての加入者局に適用される。当該「有効期間」の後、ＭＳ／ＳＳは
割り当て情報を受信、復号し、自身のコネクションへの資源割り当てがあるか否かを調べ
る。図７はこの方法のフローチャートを示す。
【００５２】
　既存のＩＥＥＥ８０２．１６ｅ－２００５の提案では、ＢＳはＤＬ－ＭＡＰ／ＵＬ－Ｍ
ＡＰを用い、図３及び４を参照して前述されたように資源割り当てを指示する。ＤＬ－Ｍ
ＡＰ／ＵＬ－ＭＡＰでは、複数のＭＡＰ－ＩＥ（ＭＡＰ情報要素）が用いられ各バースト
割り当てを記述する。第２の実施例では、「有効期間」は資源割り当て情報に追加され、
例えばＤＬ－ＭＡＰ－ＩＥ／ＵＬ－ＭＡＰ―ＩＥに追加フィールドとして追加され、当該
ＭＡＰ－ＩＥの有効期間を示す。
【００５３】
　従って、フローチャートの最初の段階で（図７、段階Ｓ１０）、図６のように、ＢＳは
各ＭＳ又はコネクションの資源割り当てを計算する。ＢＳは次に、資源割り当ての有効期
間を取得するか又は推定する（段階Ｓ１１）。そのために、ＢＳはサービス種類（例えば
、音声呼、ビデオなど）のような因子を考慮して良い。
【００５４】
　次に、ＢＳはＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを用い、各ＭＳに当該ＭＳに割り当てられ
た資源と有効期間を知らせる。有効期間は、例えば、ＭＳが新たな資源割り当てを再び調
べるまでの秒数又はフレーム数の時間値として表現されて良い。ＢＳは、ＤＬ下位フレー
ム（図４を参照）の始まり近くでＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを含むフレームを構成し
、当該フレームを自身のセル内のユーザーへ送信する（Ｓ１２）。
ＭＳは、ＢＳから送信されたデータを受信し、ＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを復号し（
Ｓ１３）、自身に割り当てられた資源の情報（ＤＬ及び／又はＵＬバーストの大きさ及び
位置を含む）と、当該割り当ての有効期間との両方を抽出する。ＭＳは、タイマー（フレ
ーム毎に増加されるカウンターであって良い）を開始し、当該有効期間をカウントダウン
し始める（Ｓ１４）。
【００５５】
　ＭＳはタイマーが終了したか否かを調べる。終了していない場合（Ｓ１５、「Ｎｏ」）
、ＭＳは、自身に前に割り当てられたものと同じ資源割り当て情報を用い続ける。終了し
た場合（Ｓ１５、「Ｙｅｓ」）、ＭＳは、次に受信されたＤＬ下位フレームに含まれるＤ
Ｌ－ＭＡＰ及び／又はＵＬ－ＭＡＰを復号し、新たな割り当て情報を調べる（Ｓ１７）。
ＢＳは、資源割り当ての変更要求がない場合でも、有効期間の終了時に無条件に新たな割
り当て情報を送信して良い。或いは、ＢＳは、資源割り当てに如何なる変更も要求されて
いないＭＳへのＭＡＰ－ＩＥを省略し、当該ＢＳからの新たなＭＡＰ－ＩＥにより取り消
されるまで当該ＭＳに既存の資源割り当てを用い続けさせて良い。
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【００５６】
　第１の実施例のように、ＢＳはフレーム全体を処理して良く、又はＤＬ及びＵＬ下位フ
レームを別個に考えても良い。つまり、ＢＳ及び各ＭＳでの処理は、フレーム毎に１回、
両方の下位フレームを一緒に扱うか、又はフレーム毎に２回、各下位フレームの資源割り
当てを個々に扱い、図７の段階を通じて進行して良い。何れの場合も、勿論、ＢＳは、現
行のフレームを送信する前に推定及び「有効期間」値の設定を完了する必要があり、各Ｍ
Ｓでの処理は、ＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを受信した後に可能な限り速やかに行われ
るべきであり、従ってＭＳ側で必要な如何なる調整も、後続のバーストの処理に間に合う
よう行われ得る。
【００５７】
　従って、本発明の第１の形式の態様は、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者
局を有する無線通信システムを提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行す
ることにより前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入
者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て、及び各フレームに資源割
り当て情報を含め、前記基地局は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記
資源割り当てが変更された前記加入者局又はコネクションを示すリストを提供する。
【００５８】
　望ましくは、当該リストは当該基地局から当該加入者局のそれぞれへの下り回線の資源
割り当てを適用する。当該リストはまた、当該加入者局から当該基地局への上り回線の資
源割り当てを適用して良い。標準的に、各フレームは下り回線下位フレームと上り回線下
位フレームに分割され、当該資源割り当て情報は当該下り回線下位フレームと当該上り回
線下位フレームとの両方に提供される。
【００５９】
　望ましくは、前記リストは、下り回線下位フレームと上り回線下位フレームの少なくと
も１つで資源割り当てが変更された加入者局を識別する。２つの上述のリストは、基地局
により加入者局へ提供されて良い。一方のリストは下り回線下位フレーム用であり、他方
は上り回線下位フレーム用である。或いは１つのリストが、下り回線下位フレームと上り
回線下位フレームの両方のために、基地局により結合リストとして提供されても良い。望
ましくは、前記リストは各フレームで提供される。各フレームが順序付けられたスロット
・シーケンスとして構成される場合、前記リストは望ましくは、前記シーケンス内で資源
割り当て情報より早くに位置付けられる。
【００６０】
　望ましくは、各コネクションは関連付けられたＩＤを有し、前記リストは資源割り当て
が変更されたコネクションのＩＤを含む。代わりに、又は更に、各加入者局は関連付けら
れたＩＤを有し、前記リストは望ましくは資源割り当てが変更された加入者局のＩＤを含
む。
【００６１】
　ある実施例では、前記リストはビットマップを含む。前記ビットマップ内の各ビットは
、個々の加入者局又は個々のコネクションを表し、各ビットの２進値は、対応する加入者
局への資源割り当てが変更されたか否かを示す。
【００６２】
　各加入者局は望ましくは前記リストを復号し、前記加入者局に関連付けられたＩＤを有
が前記リストに存在すると決定されると、確認応答を前記基地局へ送信する。この場合、
前記基地局は、前記加入者局から受信した確認応答を更に処理し、関連する資源割り当て
情報を次のフレーで繰り返すか否かを決定する。
【００６３】
　以上では、「変更された」資源割り当ては変更、取消、又は初期化された資源割り当て
であって良い。
【００６４】
　システムは、ＯＦＤＭＡ　ＴＤＤに基づくシステムであって良い。当該システムでは、
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資源割り当て情報はＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを含み、リストは各フレームのフレー
ム制御ヘッダーとＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰとの間で提供される。
【００６５】
　望ましくは、当該リストは、全ての加入者局への資源割り当てが変更されたか否かを示
す「All_Updated」フラグ、及び／又は何れの加入者局の資源割り当ても変更されていな
いか否かを示す「None_Updated」フラグを含む。
【００６６】
　本発明の別の態様は、無線通信システムで複数の固定加入者局又は移動加入者局と共に
用いられる基地局を提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することによ
り前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局のそれ
ぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て及び各フレームに資源割り当て情報を
含める資源割り当て手段、を有する。前記資源割り当て手段は、前記加入者局に、前記資
源割り当て情報に加え、前記資源割り当てが変更された前記加入者局又はコネクションを
示すリストを提供する。
【００６７】
　望ましくは、各フレームは下り回線下位フレーム及び上り回線下位フレームに分割され
る。前記資源割り当て手段は、前記下り回線下位フレーム及び前記上り回線下位フレーム
の両方に前記資源割り当て情報を提供する。前記資源割り当て手段は、前記下り回線下位
フレーム及び前記上り回線下位フレームの少なくとも一方の前記資源割り当てが変更され
た加入者局を識別する少なくとも１つのリストを生成する。
【００６８】
　望ましくは、前記資源割り当て情報はＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを含み、前記資源
割り当て手段はフレーム内の前記資源割り当て情報より前に前記リストを挿入する。前記
基地局は、前記加入者局のそれぞれ及び／又は前記加入者局のそれぞれと前記基地局との
コネクションを識別するＩＤを格納するメモリーを更に有して良い。前記資源割り当て手
段は前記リスト内にＩＤを有する。
【００６９】
　更なる態様は、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有する無線通信シス
テムで用いられる加入者局を提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行する
ことにより前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者
局のそれぞれにシステム資源を割り当て、及び各フレームで前記加入者局に資源割り当て
情報を知らせる。前記加入者局は、前記フレーム内の前記資源割り当て情報に加え、前記
基地局により提供されたリスト内の加入者局を自身であると識別する手段を有するフレー
ム復号器を有する。
【００７０】
　望ましくは、加入者局は、フレーム復号器が前記リスト内の加入者局を自身であると識
別した場合に、前記資源割り当て情報を復号し、復号された前記資源割り当て情報に応じ
て自身の内部設定を調整する。前記フレーム復号器が前記リスト内の加入者局を自身であ
ると識別しなかった場合、前記加入者局は前記資源割り当て情報を無視し、自身の内部設
定を変更せずに維持する。
【００７１】
　望ましくは、前記フレーム復号器は、前記リスト内の「All_Updated」フラグに応じ、
前記リスト内の加入者局を自身であると識別せずに無条件に資源割り当て情報を復号する
。
【００７２】
　本発明のこの形式の更なる態様は、無線通信システムで用いられるフレーム・フォーマ
ットである。当該フレーム・フォーマットは、基地局から前記無線通信システムの前記基
地局とのコネクションを有する加入者局へ送信されるべき下り回線データとシグナリング
情報とを有する下り回線下位フレーム、及び前記加入者局から前記基地局へ送信されるべ
き上り回線データとシグナリング情報とを有する上り回線下位フレーム、を有し、前記下
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り回線下位フレームは、前記下り回線下位フレーム内の資源割り当てのためのＤＬ－ＭＡ
Ｐ及び前記上り回線下位フレーム内の資源割り当てのためのＵＬ－ＭＡＰに先行して、資
源割り当てが先行するフレームから変更された加入者局又は前記加入者局の前記基地局と
のコネクションを識別する少なくとも１つのリストを有する。
【００７３】
　このフレーム形式では、望ましくは、前記リストはＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰの両
方に提供され、フレームのフレーム制御ヘッダーの直後に生じる。
【００７４】
　本発明は、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有する無線通信システム
を提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局の
それぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局のそれぞれに前記基地局
との通信のために資源を割り当て、及び各フレームに資源割り当て情報を含め、前記基地
局は、前記加入者局に、前記フレーム内の前記資源割り当て情報に加え、前記資源割り当
てが変更された前記加入者局又はコネクションを示すリストを提供し、前記加入者局は前
記リストを調べ自身を識別し、前記リスト内で識別された各加入者局は前記資源割り当て
情報を復号し、前記資源割り当て情報に従い前記基地局との自身の通信設定を変更し、前
記リスト内で識別されなかった各加入者局は前記資源割り当て情報を無視し前と同じよう
に通信を続ける。
【００７５】
　本発明は、無線通信システムの基地局及び加入者局のプロセッサーにより実行されると
上述の方法を実行するソフトウェアを更に包含する。
【００７６】
　本発明の別の形式のある態様は、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有
する無線通信システムを提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行すること
により前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局の
それぞれに前記基地局との通信のために資源を割り当て、及び前記フレームに資源割り当
て情報を含め、前記基地局は、前記加入者局に、各加入者局のための前記資源割り当て情
報に加え、前記加入者局への前記資源割り当てが変更されない前記資源割り当て情報の有
効期間を提供する。
【００７７】
　望ましくは、１つのコネクションは、加入者局のグループにより維持されるブロードキ
ャスト又はマルチキャスト・コネクションであり、前記有効期間は、勿論、当該グループ
内の全ての加入者局に適用される。前記有効期間はフレーム数であって良い。
【００７８】
　前記資源割り当ての有効期間に加え、資源割り当ての周期性が設定されて良い。
【００７９】
　望ましくは、各加入者局は、前記有効期間が終了するまで後続のフレーム内の資源割り
当て情報を無視する。
【００８０】
　望ましくは、前記基地局は、前に送信され且つ有効期間が未だ終了していない資源割り
当て情報を後続のフレームから省略する。
【００８１】
　各加入者局は、前記資源割り当て情報を受信すると確認応答を前記基地局へ送信して良
い。また、前記基地局は後続のフレームから確認応答が受信された資源割り当て情報を省
略して良い。
【００８２】
　望ましくは、各加入者局は有効期間をカウントダウンし、前記有効期間が終了すると、
前記基地局から受信した後続の資源割り当て情報を復号する。
【００８３】
　ある実施例では、各フレームは下り回線下位フレームと上り回線下位フレームに分割さ
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れ、前記有効期間は前記下り回線下位フレームと前記上り回線下位フレームとの両方の資
源割り当て情報のために提供される。或いは、前記有効期間は、前記下り回線下位フレー
ムと前記上り回線下位フレームのそれぞれに別個に提供される。
【００８４】
　以上では、「変更された」資源割り当ては変更、取消、又は初期化された資源割り当て
であって良い。
【００８５】
　本発明のこの形式のシステムのある実施例は、ＯＦＤＭＡ　ＴＤＤに基づくシステムで
ある。当該システムでは、資源割り当て情報は、それぞれＭＡＰ－ＩＥを有するＤＬ－Ｍ
ＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰを有する。ＭＡＰ－ＩＥは、加入者局と基地局との間のコネクショ
ンを識別し、有効期間はＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰのそれぞれのＭＡＰ－ＩＥに追加
される。
【００８６】
　本発明のこの形式の別の態様は、無線通信システムで複数の固定加入者局又は移動加入
者局と共に用いられる基地局を提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行す
ることにより前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入
者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て及び資源割り当て情報を前
記フレームに含める資源割り当て手段、を有する。前記資源割り当て手段は、前記加入者
局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割り当てが変更されない有効期間を提供す
る。
【００８７】
　望ましくは、前記基地局は、前に送信され且つ有効期間が未だ終了していない資源割り
当て情報を後続のフレームから省略する。
【００８８】
　ある実施例では、各フレームは下り回線下位フレーム及び上り回線下位フレームに分割
される。前記資源割り当て手段は、前記下り回線下位フレーム及び前記上り回線下位フレ
ームの両方に前記資源割り当て情報を提供する。前記資源割り当て手段は、前記下り回線
下位フレーム及び前記上り回線下位フレームの少なくとも一方の前記資源割り当て情報の
有効期間を含む。
【００８９】
　特に、基地局は、ＯＦＤＭＡ　ＴＤＤに基づくシステムで用いられて良い。当該システ
ムでは、資源割り当て情報は、それぞれＭＡＰ－ＩＥを有するＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－Ｍ
ＡＰを有する。ＭＡＰ－ＩＥは、加入者局と基地局との間のコネクションを識別する。前
記資源割り当て手段は、ＤＬ－ＭＡＰ及びＵＬ－ＭＡＰのそれぞれのＭＡＰ－ＩＥに有効
期間を追加する。
【００９０】
　更なる態様は、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有する無線通信シス
テムで用いられる加入者局を提供する。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行する
ことにより前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者
局のそれぞれにシステム資源を割り当て、及び前記フレームで前記加入者局に資源割り当
て情報を知らせる。前記加入者局は、有効期間を資源割り当て情報から抽出する手段を有
するフレーム復号器を有する。前記加入者局は、前記有効期間に応じ、前記有効期間の間
に後続のフレームで受信した資源割り当て情報を無視する。
【００９１】
　前記加入者局は前記有効期間をカウントダウンするタイマーを有し、当該有効期間が終
了すると、前記基地局から受信した後続の資源割り当て情報を復号する。
【００９２】
　本発明のこの形式の別の態様は、基地局と複数の固定若しくは移動加入局とを有するシ
ステムの無線通信方法である。前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することによ
り前記加入者局のそれぞれとのコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局のそれ
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ぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て、及び前記フレームに資源割り当て情
報を含め、前記基地局は、前記加入者局に、各加入者局のための前記資源割り当て情報に
加え、前記加入者局のための前記資源割り当てが変更されない資源割り当て情報の有効期
間を提供する。各加入者局は、前記有効期間を有する資源割り当て情報を受信すると、前
記有効期間の間、後続の資源割り当て情報を無視する。
【００９３】
　ソフトウェアは、無線通信システムの基地局及び加入者局のプロセッサーにより実行さ
れ、上述の方法を実行して良い。    
　纏めると、本発明は、フレームに基づく無線通信システムのシグナリング方法を提供し
、余分なシグナリング及びオーバーヘッドの処理を行うことなく、基地局（ＢＳ）が固定
加入者局又は移動加入者局（ＭＳ）に資源割り当てを知らせることを可能にする。ある実
施例では、ＤＬ－ＭＡＰ又はＵＬ－ＭＡＰのような通常の資源割り当て情報に加え、資源
割り当てが変更、取消、又は初期化されたＭＳ又はコネクションのＩＤが、フレームの始
めにリストされ、各ＭＳが当該リスト内の自身（又は自身のコネクション）を識別するこ
とを可能にする。当該リストが関連付けられた移動局のみが、資源割り当て情報を処理す
る必要がある。別の実施例では、ＢＳは、通常の資源割り当て情報と共に送信される各資
源割り当て情報に有効期間を付加する。これは、ＢＳが同一の情報を後続のフレームで繰
り返すことから解放し、各ＭＳは更新を調べる必要がなく、有効期間の間に同一の資源を
使い続けて良い。
【００９４】
　本発明は新たなＢＳ又はＭＳ又は同一のハードウェア・モジュールの形式を取っても良
く、ＢＳ及び／又は各ＭＳのプロセッサーにより実行されるソフトウェアを置き換えるか
若しくは変更することにより実施されて良い。基地局の機能の一部を有する中継局が設け
られるシステムでは、本発明は各中継局に適用されて良い。
【００９５】
　従って、本発明の実施例は、ハードウェア、又は１つ以上のプロセッサーで若しくはそ
れらの組み合わせで作動するソフトウェアモジュールとして実施されて良い。つまり、当
業者は、上述のサブシステムの動作の一部又は全ての機能を実施するために、マイクロプ
ロセッサー又はデジタル信号プロセッサー（ＤＳＰ）が実際に使用されて良いことを理解
するだろう。本発明はまた、本願明細書に記載された方法の一部又は全てを実行する、１
つ以上の素子又は装置のプログラム（例えば、コンピュータープログラム及びコンピュー
タープログラム製品）として実施されて良い。このような本発明を実施するプログラムは
、コンピューター可読媒体に格納されて良く、又は例えば１つ以上の信号の形式であって
良い。このような信号は、インターネットウェブサイトからダウンロード可能な、又は搬
送信号により提供される、又は任意の他の形式のデータ信号であって良い。
【００９６】
　以上にＩＥＥＥ８０２．１６無線通信システムが例として記載されたが、本発明は、フ
レームに基づく資源割り当てが可能な他のフレームに基づく通信システムにも適用されて
良い。
【００９７】
　以上の実施例を含む実施形態に関し、更に以下の付記を開示する。
（付記１）　無線通信システムであって、基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者
局を有し、
　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、
　前記基地局は前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て、
資源割り当て情報を各フレームに含め、
　前記基地局は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割り当てが変
更された前記加入者局又は前記コネクションを示すリストを提供する、無線通信システム
。
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（付記２）　前記リストは、前記基地局から前記加入者局のそれぞれへの下り回線及び前
記加入者局から前記基地局への上り回線の少なくとも一方の資源割り当てに適用される、
付記１記載の無線通信システム。
（付記３）　前記リストは、前記下り回線の下位フレームと前記上り回線の下位フレーム
の少なくとも一方で資源割り当てが変更された加入者局を識別する、付記２記載の無線通
信システム。
（付記４）　２つの前記リストは前記基地局により前記加入者局へ提供され、一方のリス
トは前記下り回線の下位フレームのためであり、もう一方は前記上り回線の下位フレーム
のためである、付記２記載の無線通信システム。
（付記５）　各コネクション及び／又は各加入者局は関連付けられたＩＤを有し、前記リ
ストは資源割り当てが変更されたコネクションのＩＤを含む、付記１記載の無線通信シス
テム。
（付記６）　前記リストはビットマップを含み、前記ビットマップ内の各ビットは、個々
の加入者局又は個々のコネクションを表し、前記各ビットの２進値は、対応する加入者局
への資源割り当てが変更されたか否かを示す、付記１記載の無線通信システム。
（付記７）　各加入者局は前記リストを復号し、前記加入者局に関連付けられたＩＤが前
記リストに存在すると決定されると、確認応答を前記基地局へ送信する、付記１記載の無
線通信システム。
（付記８）　前記基地局は、前記加入者局から受信した確認応答を更に処理し、前記関連
する資源割り当て情報を次のフレーで繰り返すか否かを決定する、付記７記載の無線通信
システム。
（付記９）　無線通信システムで複数の固定加入者局又は移動加入者局と共に用いられる
基地局であって、
　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、
　前記基地局は、前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て
及び資源割り当て情報を各フレームに含める資源割り当て手段、を有し、
　前記資源割り当て手段は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割
り当てが変更された前記加入者局又は前記コネクションを示すリストを提供する、基地局
。
（付記１０）　基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有する無線通信システ
ムで用いられる加入者局であって、
　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、前記基地局は前記加入者局のそれぞれにシステム資源を割り当
て、及び各フレームで前記加入者局に資源割り当て情報を知らせ、
　前記加入者局は、前記フレーム内の前記資源割り当て情報に加え、前記基地局により提
供されたリスト内の加入者局を自身と識別する手段を有するフレーム復号器を有する、加
入者局。
（付記１１）　無線通信システムで用いられるフレーム・フォーマットであって、
　基地局から前記無線通信システムの前記基地局とのコネクションを有する加入者局へ送
信されるべき下り回線データとシグナリング情報とを有する下り回線下位フレーム、及び
　前記加入者局から前記基地局へ送信されるべき上り回線データとシグナリング情報とを
有する上り回線下位フレーム、を有し、
　前記下り回線下位フレームは、前記下り回線下位フレーム内の資源割り当てのためのＤ
Ｌ－ＭＡＰ及び前記上り回線下位フレーム内の資源割り当てのためのＵＬ－ＭＡＰに先行
して、資源割り当てが先行するフレームから変更された加入者局又は前記加入者局の前記
基地局とのコネクションを識別する少なくとも１つのリストを有する、フレーム・フォー
マット。
（付記１２）　基地局と複数の固定若しくは移動加入局とを有する無線通信システムで用
いられる無線通信方法であって、
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　前記基地局は、フレーム単位で無線通信を実行することにより、前記加入者局のそれぞ
れとのコネクションを維持し、
　前記基地局は、前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のために資源を割り当て
、資源割り当て情報を各フレームに含め、
　前記基地局は、前記加入者局に、前記フレーム内の前記資源割り当て情報に加えて、資
源割り当てが変更された前記加入者局を識別するリストを提供し、
　前記加入者局は、前記リストを調べ自身を識別し、及び
　前記リスト内で識別された各加入者局は、前記資源割り当て情報を復号し、前記資源割
り当て情報に従い前記基地局との前記加入者局の通信設定を変更し、
　前記リスト内で識別されなかった各加入者局は、前記資源割り当て情報を無視し、以前
の通りに通信を続ける、無線通信方法。
（付記１３）　基地局と複数の固定若しくは移動加入局とを有する無線通信システムであ
って、
　前記基地局はフレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれと
のコネクションを維持し、
　前記基地局は前記加入者局又はコネクションのそれぞれに前記基地局との通信のために
資源を割り当て、及び前記フレームに資源割り当て情報を含め、
　前記基地局は、前記加入者局に、加入者局のそれぞれへの前記資源割り当て情報に加え
、前記加入者局への前記資源割り当てが変更されない前記資源割り当て情報の有効期間を
提供する、無線通信システム。
（付記１４）　１つの前記コネクションは、前記加入者局のグループにより維持されるブ
ロードキャスト又はマルチキャスト・コネクションであり、前記有効期間は、前記グルー
プ内の全ての前記加入者局に適用される、付記１３記載の無線通信システム。
（付記１５）　各加入者局は、前記有効期間が終了するまで後続のフレーム内の資源割り
当て情報を無視する、付記１３記載の無線通信システム。
（付記１６）　前記基地局は、前に送信され且つ有効期間が未だ終了していない資源割り
当て情報を後続のフレームから省略する、付記１３記載の無線通信システム。
（付記１７）　各加入者局は前記資源割り当て情報を受信すると前記基地局へ確認応答を
送信する、付記１３記載の無線通信システム。
（付記１８）　前記基地局は、確認応答の受信に応じて、後続のフレームから資源割り当
て情報を省略する、付記１７記載の無線通信システム。
（付記１９）　各加入者局は前記有効期間をカウントダウンし、前記有効期間が終了する
と、前記基地局から受信した後続の資源割り当て情報を復号する、付記１３記載の無線通
信システム。
（付記２０）　各フレームは下り回線下位フレームと上り回線下位フレームに分割され、
前記有効期間は前記下り回線下位フレームと前記上り回線下位フレームの少なくとも一方
の資源割り当て情報のために提供される、付記１３記載の無線通信システム。
（付記２１）　無線通信システムで複数の固定加入者局又は移動加入者局と共に用いられ
る基地局であって、
　前記基地局は、フレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれ
とのコネクションを維持し、
　前記基地局は、前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て
及び資源割り当て情報を前記フレームに含める資源割り当て手段、を有し、
　前記資源割り当て手段は、前記加入者局に、前記資源割り当て情報に加え、前記資源割
り当てが変更されない有効期間を提供する、基地局。
（付記２２）　基地局及び複数の固定加入者局又は移動加入者局を有する無線通信システ
ムで用いられる加入者局であって、
　前記基地局は、フレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれ
とのコネクションを維持し、
　前記基地局は、前記加入者局のそれぞれにシステム資源を割り当て、及び前記フレーム
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で前記加入者局に資源割り当て情報を知らせ、
　前記加入者局は、有効期間を前記資源割り当て情報から抽出する手段を有するフレーム
復号器を有し、
　前記加入者局は、前記有効期間に応じ、前記有効期間の間に後続のフレームで受信した
資源割り当て情報を無視する、加入者局。
（付記２３）　基地局と複数の固定若しくは移動加入局とを有するシステムの無線通信方
法であって、
　前記基地局は、フレーム単位の無線通信を実行することにより前記加入者局のそれぞれ
とのコネクションを維持し、
　前記基地局は、前記加入者局のそれぞれに前記基地局との通信のための資源を割り当て
、及び前記フレームに資源割り当て情報を含め、
　前記基地局は、前記加入者局に、各加入者局のための前記資源割り当て情報に加え、前
記加入者局のための前記資源割り当てが変更されない資源割り当て情報の有効期間を提供
し、
　各加入者局は、前記有効期間を有する資源割り当て情報を受信すると、前記有効期間の
間、後続の資源割り当て情報を無視する、無線通信方法。
（付記２４）　ソフトウェアであって、無線通信システムの基地局及び加入者局のプロセ
ッサーにより実行され、付記１２又は２３記載の方法を実行するソフトウェア。
 
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】ＩＥＥＥ８０２．１６無線通信システムに従うプロトコル階層を示す。
【図２】ＩＥＥＥ８０２．１６無線通信システムで用いられるＴＤＤ方式のフレーム・フ
ォーマットを説明し、パケット・レベルのフレーム構造を示す。
【図３】ＩＥＥＥ８０２．１６無線通信システムで用いられるＴＤＤ方式のフレーム・フ
ォーマットを説明し、バースト・レベルのフレーム構造を示す。
【図４】ＭＡＰ－ＩＥを用いた資源割り当てを強調したフレーム構造の概略図である。
【図５】本発明の第１の実施例の第１の例において、資源割り当てを更新する要求を示す
ために用いられるビットマップを説明する図である。
【図６】本発明の第１の実施例で用いられるシグナリング方法のフローチャートである。
【図７】本発明の第２の実施例で用いられるシグナリング方法のフローチャートである。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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【図６】 【図７】
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